
はじめに

サルモネラ (S a l m o n e l l a)は各種動物が保菌し，食品や

動物との接触を介してヒトに感染する．わが国では1989

年以降，サルモネラによる食中毒や下痢症が急増してい

る．その原因はS a l m o n e l l a E n t e r i t i d i s (以下S. E n t e r i t i d i sと

略す)の増加で，原因食品には卵類およびその加工品等

が多い．

サルモネラによる急性胃腸炎は一般的に症状が重く，

小児や高齢者，病院患者などの易感染性宿主では重症化

しやすい［１］．また，近年においても毎年のように食

中毒事件で死者の発生がみられている［2, 3］．このこと

からもサルモネラ下痢症の発生状況の把握と，感染源に

ついての調査は，本菌による食中毒，下痢症を未然に防

止する対策として重要である．そのため今回，県内の家

畜，家禽，ペット動物および散発下痢症患者から分離さ

れたサルモネラの血清型と薬剤感受性について調査し

た．また，動物由来株と散発下痢症患者由来株に共通し

た血清型については，分子疫学的解析を行い，菌株間の

疫学的な関連性を検討したので報告する．
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県内の動物（牛，豚，鶏，犬，猫）と散発下痢症患者から分離されたサルモネラ（ S a l m o n e l l a）に
ついての血清型，薬剤感受性および分子疫学的解析による疫学的比較検討を行った．

調査した動物8 8 0検体（牛1 7 6頭，豚1 6 9頭，鶏2 2 7羽，犬1 8 6頭，猫1 2 2頭）のうち7 2検体からサル
モネラが検出された．検出率は8 . 2％( 7 2 / 8 8 0検体)と低かったが，牛を除いたすべての種類の動物か
らサルモネラは検出された．特に鶏からの検出率は2 7 . 3％( 6 2 / 2 2 7検体)と高く，サルモネラを分離し
た検体の86.1％（62/72検体）を占めた．分離された72株の血清型は，S. Infantis が64株（88.9％）と
最も多く，次いでS. Mikawasima４株，S. Thompson１株，S. Enteritidis１株および型別不能２株であ
った．最も分離頻度の高かったS. Infantisは,その9 5 . 3％（6 1 / 6 4株）が鶏から分離された．型別不能
を除いた7 0株に実施した薬剤感受性試験の耐性率は9 5 . 7％（6 7 / 7 0株）と高かった．S. Infantisの耐性
率は98.4％（63/64株）と著しく高く，SM.KM.TC.TMP ４剤耐性型が多かった．

散発下痢症患者8 8人の年齢層は， 2 0歳未満が4 9人( 5 5 . 7 % )と半数以上を占めた．最も検出率の高
かった年齢層は1 0歳未満の3 2人( 3 6 . 4％）で，そのうち０～４歳の乳幼児が 2 1人と多かった．また，
2 0歳未満では男性が女性よりも患者数が多い傾向が認められた．分離された8 8株の血清型は1 0種類
に型別された．そのうちS. Enteritidis，S. Infantis，S. ThompsonおよびS. Typhimuriumの４血清型が全体の
9 0 . 9％( 8 0 / 8 8株)を占めた．特にS. Enteritidisは分離株の7 6 . 1％( 6 7 / 8 8株)を占め最も多かった．

ヒト由来株の薬剤耐性率は6 0 . 2％( 5 3 / 8 8株)と動物由来株と比べて低かった．最も分離頻度の高か
ったS. Enteritidisの耐性率は59.7%(40/67株)と高く，SM1剤耐性型が多かった．

動物由来株とヒト由来株に共通した血清型はS. Infantis，S. ThompsonおよびS. Enteritidisの３種類
であった．この３血清型について薬剤感受性試験，プラスミドプロファイル， A P - P C R法および
P F G E法を用いた疫学的マーカーの解析を行った．その結果， S. Infantisには，保有プラスミドと薬
剤耐性型の性状が一致し，g e n o t y p eも非常に類似した鶏由来株とヒト由来株が認められ，それらの
菌株間には疫学的な関連性が示唆された．その他の血清型は，薬剤耐性型またはg e n o t y p eが異なり，
菌株間の関連性は認められなかった.

キーワード：サルモネラ，動物，散発下痢症，血清型，薬剤感受性

資　料



材料および方法

１．調査期間および材料

家畜と家禽は，1998年６月から2002年８月までの４

年２ヶ月間に，県内の食肉，食鳥処理場で解体された

牛1 7 6頭，豚1 6 9頭および鶏（ブロイラー） 2 2 7羽の腸

管内容物（牛，豚は直腸部分，鶏は盲腸部分）を採取

し，試料とした．ペット動物は動物愛護センターに捕

獲または放棄された犬186頭，猫122頭を個別のゲージ

に飼育して糞便を採取し，試料とした．

散発下痢症患者由来株（以下，ヒト由来株）は，

2 0 0 2年４月から８月までの４ヶ月間に，県内を東部，

西部，南部，北部の4ブロックに分けた中の８つの医

療・検査機関で分離された88株を供試した．

２．サルモネラの分離，同定法

動物試料はS B Gスルファ培地（栄研）で4 3℃，1 8～

2 0 h r増菌培養した後，M L C B寒天培地（ニッスイ）と

S S寒天培地(ニッスイ)に塗抹し3 7℃，2 0 h r培養して菌分

離した．分離株の同定は常法［４］に従った．

動物およびヒト由来株の血清型は，サルモネラ診断

用免疫血清（デンカ生研）を用いて型別した．

３．薬剤感受性試験

感受性試験はN C C L S法に準拠し，一濃度ディスク法

（センシディスク（BBL））により実施した．

菌液はバイオピック（ニッスイ）を用いて調整した．

使用薬剤にはアンピシリン（ A B P C），ストレプトマ

イシン（ S M），カナマイシン（ K M），ゲンタマイシン

( G M )，セファロチン ( C E T )，テトラサイクリン（ T C），

シプロフロキサシン ( C P F X )，ナリジクス酸 ( N A )，オフ

ロキサシン ( O F L X )，クロラムフェニコール ( C P )，トリ

メトプリム( T M P )，ホスホマイシン ( F O M )の1 2薬剤を使

用した．

４．分子疫学的解析

動物由来株とヒト由来株に共通した血清型は，保有プ

ラスミドと薬剤耐性型により分類し，その代表株を A P -

PCR法とPFGE法により解析した．

プラスミドプロファイル

K a d oらの方法［５］によってプラスミドを抽出した．抽出

したプラスミドは 0 . 7％アガロースゲルで電気泳動した

後，エチジュウムブロマイド染色してから写真撮影した．

プラスミドの分子量サイズはS. B r a e n d e r u p ( 1 0 0 K b p：東京医

科歯科大学医学部微生物学教室 堀内三吉教授より分

与)，E.coli V517(54.2Kbp,2.7Kbp) S. Enteritidis (60Kbp)を

マーカーとして測定した．

AP-PCR法

P C Rのp r i m e rにはA P 4 0 ( 5 ’ - C C G C A G C C A A - 3 ’ ) [６]を合

成して用いた．t e m p l a t e D N Aにはマクファーランド0 . 5度

に調整した菌液を9 5℃，5 m i n加熱し，1 2 , 0 0 0 r p m，５m i n

遠心分離した上清を用いた．P C Rの反応条件および電気

泳動は既報［７］に準じた．

パルスフィールド・ゲル（PFGE）電気泳動法

菌体の包埋，溶菌処理および制限酵素処理は，国立感

染症研究所の方法［８］に準拠した．アガロースプラグ

は制限酵素BlnⅠ(TaKaRa : 40U/plug, 37℃, 16hr)により切

断した．電気泳動にはBIO-RAD CHEF MAPPERを用い，

泳動条件は既報［７］に準じた．

結　　　果

１．動物からのサルモネラの検出状況

動物の種類別にサルモネラの検出数と血清型を表１に

示した．全試料8 8 0検体のうち7 2検体（8 . 2％）からサル

モネラを検出した．最も検出率が高かったのは鶏の

2 7 . 3％ ( 6 2 / 2 2 7検体)で，サルモネラを分離した検体の

8 6 . 1％( 6 2 / 7 2検体)を占めた．次いで猫3 . 3％ ( 4 / 1 2 2検体)，

犬2.2％ (4/186検体)および豚1.2％ (2/169検体)の順で，牛

からは検出されなかった．

分離された72株の血清型は４種類に型別された．その

うち最も分離頻度が高かった血清型は， S. Infantis の6 4

株( 8 8 . 9％)であった．次いで S. Mikawasima ４株( 5 . 6％)，

S. T h o m p s o n１株( 1 . 4％)，S. E n t e r i t i d i s１株( 1 . 4％)および

型別不能2株(2.8％)であった．

動物の種類別では，S. Infantis は6 4株のうち鶏から6 1
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表１　調査した動物と分離されたサルモネラの検出数，血清型
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株( 9 5 . 3％)，犬から２株，豚から１株が分離された． S .

Mikawasima は４株のうち猫から３株，犬から１株が分

離された．S. Thompson は犬から１株，S. Enteritidis は豚

から１株が分離された．型別不能は鶏と猫からそれぞれ

１株が分離された．

２．ヒト由来株の血清型

散発下痢症患者88人の年齢・性別とサルモネラの検出

数を10歳区分で表２に示した．最も検出率の高かった年

齢層は０～９歳の 3 6 . 4％( 3 2人)，次いで 1 0～1 9歳の

1 9 . 3％( 1 7人)と2 0歳未満が全体の5 5 . 7％( 4 9 / 8 8人)を占め

た．特に10歳未満からの検出率は20歳以上の年齢層と比

較して3 . 6倍( 5 0 - 5 9歳：1 0 . 2％) ～1 5 . 8倍( 7 0 <歳：2 . 3％)も

高かった．また，10歳未満の年齢層を０～４歳と５～９

歳に区分すると，５歳未満が 2 1人と1 0歳未満の 6 5 . 6％

(21/32人)を占め，乳幼児からの検出率が高かった．

患者の性別では男性が5 5 . 7％( 4 9 / 8 8人)を占めた．年齢

層では2 0歳未満は男性からの検出率が女性よりも 1 . 7倍

(男3 1 /女1 8人)高かったが，2 0歳以上では0 . 9倍(男1 4 /女1 6

人)と，ほとんど差は認められなかった．

分離されたサルモネラ8 8株の血清型を表３に示した．

分離株の血清型は 1 0種類に型別された．そのうち S.

E n t e r i t i d i sが7 6 . 1％( 6 7 / 8 8株)を占め最も多かった．次いで

S. Infantis 6.8％(６株)，S. Thompson 4.5％(４株 )，S.

Typhimurium 3.4％(３株)，S. Bareilly 2.3％(２株)，S.

Manhattan 2.3％(２株)およびS. Miyazaki，S. Newport，S.

Weltevreden ，S. Isangi がそれぞれ1 . 1％(１株)であった．

このうち最も分離頻度の高かった S. Enteritidisは，すべ

ての年齢層から分離された．次いで分離頻度の高かった

S. Infantisは，2 0歳未満の年齢層から分離された．また，

S. Enteritidis，S. InfantisおよびS. Thompsonの上位３血清

型は，動物由来株の血清型と一致した．

３．分離株の薬剤感受性

動物由来株

動物由来72株のうち，型別不能の２株を除いた70株に

実施した薬剤感受性試験の耐性型を表４に示した．供試

株のうち67株がいずれかの薬剤に耐性を示し，耐性率は

95.7％(67/70株)と高かった．

最も分離頻度の高かったS. Infantisの耐性率は，9 8 . 4％

( 6 3 / 6 4株)と著しく高かった．その耐性型を動物の由来別

で比較すると，犬由来株は S M . T C . T P M３剤耐性型を示

したが，鶏由来株は４タイプに分類され，そのうち

SM.KM.TC.TMP 4剤耐性型が7 7 . 0 % ( 4 7 / 6 1株)を占めた．

豚由来株は感受性株であった．

その他の血清型では， S. MikawasimaはS MとFOM １

剤耐性型， S. EnteritidisはF O M１剤耐性型を示した． S.

Thompsonは感受性株であった．

ヒト由来株

ヒト由来88株の薬剤耐性型を表４に示した．そのうち

5 3株がいずれかの薬剤に耐性を示し，耐性率は

60.2%(53/88株)であった．

最も分離頻度の高かった S. E n t e r i t i d i sの耐性率は

5 9 . 7 % ( 4 0 / 6 7株)であった．その耐性型は1 1タイプに分類
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表 2 サルモネラが分離された散発下痢症患者の年齢，性別

表 3 散発下痢症患者から分離されたサルモネラの血清型と分離年齢



され，そのうち単剤耐性型が60.0% (24/40株)を占め，多

剤耐性型よりも多かった．単剤耐性型では S M１剤耐性

型が8 3 . 3％( 2 0 / 2 4株)，多剤耐性型ではABPC. TMP ２剤耐

性型が4 3 . 8％( 7 / 1 6株)を占めた．動物から唯一分離され

た豚由来株と同じF O M１剤耐性型は認められなかった．

次いで分離頻度の高かった S. I n f a n t i sの耐性型は３タイ

プに分類され，そのうちABPC. SM .KM. TC４剤耐性型

とSM. KM. TC. TMP４剤耐性型の２タイプが多かった．

その他の血清型では，S. T h o m p s o nとS. M i y a z a k iはS M１

剤耐性型，S. N e w p o r tはT C１剤耐性型，S. T y p h i m u r i u m

はS M１剤耐性型とS M，T C２剤耐性型，S. M a n h a t t a nは

SM. TC２剤耐性型を示した．S. IsangiはABPC. SM. CET.

TC. TMP. FOM６剤耐性型であった． S. B a r e i l l yとS .

Weltevredenは感受性株であった．

４．動物由来株とヒト由来株に共通した血清型の疫学

的マーカーによる解析

動物由来株とヒト由来株に共通した血清型の S .
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表４　動物由来株と散発下痢患者由来株の薬剤耐性型

表 5 S.Infantisの薬剤耐性型と保有プラスミド
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Infantis ，S. Enteritidisおよび S. Thompsonについて，保有

プラスミドと薬剤耐性型を性状別に分類し，表５，表６

および表７に示した．また，その性状が一致した動物由

来株とヒト由来株の代表株についてA P - P C R法とP F G E法

による分子疫学的解析を行い，図１，図２および図３に

示した．

S. Infantisの解析（表５，図１）

S. Infantisの性状は８タイプに分類された．動物の種

類では豚，鶏および犬から分離されたが，そのうち豚由

来株と鶏由来株のSM. KM. TC. TMP４剤耐性型には，同

じ性状のヒト由来株が認められた．犬由来株には同じ性

状のヒト由来株は認められなかった．

それぞれの性状に分類された代表株の分子疫学的解析

では，豚由来株 (Lane 1)とヒト由来株 (Lane 2)のP F G Eパ

ターンは異なっていた．一方，鶏由来株 (Lane 11, 12)の

A P - P C Rパターンと P F G Eパターンは共にヒト由来株

(Lane 13, 14)と非常に類似していた.しかし，性状の異な

る鶏由来株，犬由来株およびヒト由来株も A P - P C Rパタ

ーンとPFGEパターンは類似したパターンを示した．

S. Enteritidis の解析（表６，図２）

S. Enteritidisの性状は1 9タイプに分類された．動物の

種類では豚から分離されたが，その豚由来株と同じ性状

のヒト由来株は認められなかった．

代表株の分子疫学的解析では，性状の異なった菌株間

においてもAP-PCRパターンはいずれも類似していた．

S. Thompsonの解析（表７，図３）

S. T h o m p s o nの性状は３タイプに分類された．動物の

種類では犬から分離され，その犬由来株と同じ性状を示

すヒト由来株が認められた．

分離株すべての分子疫学的解析を行った結果，犬由来

株(Lane 1)とヒト由来株(Lane 3, 4)は，P F G Eパターンは

類似したが，AP-PCRパターンは異なっていた．しかし，

P F G Eパターンは保有プラスミドの性状が異なる株( L a n e

2)を除きすべて類似していた．

考　　　察

1 9 8 0 年代後半から鶏卵関連食品を原因とした S .

E n t e r i t i d i sによる下痢症が増加している．そのため，こ

れまでにも鶏卵や鶏肉の汚染調査や食鳥処理場， G Pセ

ンターおよび液卵製造施設などの実態調査 ,食鳥処理施

設，G Pセンターの衛生管理の研究など各方面からの調

査や対策が行われてきた［ 9 - 1 3］．しかし，そうした原

因究明や感染防止対策の取り組みにも係わらず，サルモ

ネラ下痢症は減少していない．そのため今回，県内のサ

ルモネラ下痢症の発生状況を把握するとともに，感染源
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表 6 S. Enteritidisの薬剤耐性型と保有プラスミド

表 7 S. Thompsonの薬剤耐性型と保有プラスミド



24

広島県保健環境センター研究報告，No.10（2002）

M1：S. Braenderup(100Kbp)
M2：E.coli V517(54.2Kbp, 2.7Kbp)

プラスミドプロファイル

M1M2 １ ２３４５６７８９ 10  11  12  13  14  15  16 17  18 19  M2M1

M：DNA MW pHY Marker primer AP40

AP-PCRパターン

M  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  M

図１　S. Infantis の遺伝子解析

M1：E.coli V517(54.2Kbp, 2.7Kbp)
M2：S. Enteritidis(60Kbp)
M3：S. Braenderup(100Kbp)

プラスミドプロファイル

M 1M 2 M3 １ ２ ３ ４ ５ ６７ ８ ９ 10  11  12  13  14  15  16  M 3 M 2 M 1

M：DNA MW pHY Marker primer AP40

AP-PCRパターン

M  １２ ３ ４５ ６ ７８ ９ 10  11  12  13  14  15  16  M

M：Lambda DNA Ladders 制限酵素 Bln Ⅰ

PFGEパターン

M  １ ２３ ４ ５６ ７ ８９ 10  11  12  13  14  15  16  M

Lane 由 来 薬剤耐性型 Lane 由 来 薬剤耐性型

1 豚 耐性なし 9 ヒト ABPC, SM, KM, TC

2 ヒト 〃 10 ヒト 〃

3 ヒト SM, TC 11 鶏 SM, KM, TC, TMP

4 鶏 SM, KM, TC 12 鶏 〃

5 犬 SM, TC, TMP 13 ヒト 〃

6 犬 〃 14 ヒト 〃

7 鶏 〃 15 鶏 SM, KM, TC, TMP, CP

8 鶏 〃 16 鶏 〃

Lane 由 来 薬剤耐性型 Lane 由 来 薬剤耐性型 Lane 由 来 薬剤耐性型

1 ヒト 耐性なし 8 ヒト SM 14 ヒト ABPC, TMP

2 ヒト 〃 9 ヒト CET 15 ヒト NA, FOM

3 ヒト 〃 10 ヒト NA 16 ヒト ABPC, SM, CET

4 ヒト 〃 11 ヒト TMP 17 ヒト ABPC, SM, TMP

5 ヒト 〃 12 豚 FOM 18 ヒト ABPC, NA, TMP

6 ヒト S  M 13 ヒト ABPC, SM 19 ヒト ABPC, SM, CP, TMP

7 ヒト 〃

図２　S. Enteritidis の遺伝子解析
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の対策のため家畜，家禽およびペット動物のサルモネラ

保菌実態を調査し，ヒト由来株と動物由来株との関連性

について疫学的比較検討を行った．

動物のサルモネラ保菌実態

動物からのサルモネラの検出率は8 . 2％と低かったが，

鶏からの検出率は2 7 . 3％と他の動物( 0％(牛)～3 . 3％(猫) )

と比べて著しく高く，鶏（ブロイラー）はサルモネラに

汚染されているものが多いことが判明した．また，動物

から分離されたサルモネラの血清型は S. I n f a n t i s，S .

M i k a w a s i m a，S. T h o m p s o nおよびS. E n t e r i t i d i sの４種類と

型別不能に分類され，今回調査対象とした動物が保有す

るサルモネラの血清型の種類は少なかった．そのうちS .

I n f a n t i sについては，全分離株の 8 8 . 9％を占め，その

9 5 . 3％が鶏から分離されていたことから，鶏は他の動物

と比べてS. I n f a n t i sを保菌しているものが多いことが明

らかとなった．一方，最も多いサルモネラ下痢症の原因

菌として鶏との関連性が指摘されているS. Enteritidisは，

今回の調査では鶏からは検出されず，感染源としての疫

学的な解明はできなかった．しかし，鶏や鶏肉からのサ

ルモネラの検出状況については，他者の報告［9，14-18］

においても我々と同様にS. I n f a n t i sを高頻度に分離し，S .

E n t e r i t i d i sは検出されていないか，検出しても検出数は

少なかった．このことからも，鶏肉，ブロイラーの主要

な汚染菌種はS. I n f a n t i sと推察された．今後，産卵鶏や

輸入鶏肉についても調査し，ブロイラーと比較検討しな

ければならないと思われた．

サルモネラ下痢症の発生状況

ヒト由来株の血清型は10種類に型別され，動物由来株

と比べて血清型の種類は多かった．そのうち S .

E n t e r i t i d i sは，分離株の7 6 . 1％を占め最も分離頻度が高か

った.次いでS. I n f a n t i s ( 6 . 8％)，S. T h o m p s o n ( 4 . 5％)および

S. T y p h i m u r i u m ( 3 . 4％)が多く，この４血清型で分離株全

体の約９割（9 0 . 8％）を占めた．この検出状況は，他者

の報告［1 9 - 2 1］とほぼ一致し，県内のサルモネラ下痢

症も他県と同様な発生状況であることが明らかとなっ

た．また，サルモネラ下痢症の発生は20歳未満の年齢層

に多く，この年齢層だけで患者の半数以上 ( 5 5 . 7％)を占

めた．特に1 0歳未満からの検出率 ( 3 6 . 4％)は，他の年齢

層の3.6倍～15.8倍も高く，そのうち５歳未満の乳幼児が

多いことが明らかとなった．そのため，サルモネラ下痢

症の防止には低年齢層，特に乳幼児に対する感染防止対

策が重要と考えられた．

分離株の薬剤耐性

動物由来株の薬剤耐性率は 9 5 . 7％と高く， S M，K M，

T C，T M Pの４剤に単剤または多剤耐性を示す株が多か

った．特に最も分離頻度の高かった S. I n f a n t i sの耐性率

は9 8 . 4％と著しく高く，この高耐性率が動物由来株全体

の耐性率に影響していた．また， S. I n f a n t i sはすべて２

剤以上の薬剤に耐性を示し，特に鶏由来株は SM. KM.

TC. TMP４剤耐性型が7 7 . 0％を占め，県内の鶏が保菌し

広島県保健環境センター研究報告，No.10（2002）

図３　S. Thompsonの遺伝子解析

M1：S. Braenderup(100Kbp)
M2：E.coli V517(54.2Kbp, 2.7Kbp)

プラスミドプロファイル

M1 M2  １ ２ ３ ４ ５ M2 M1

M：DNA MW pHY Marker
primer AP40

AP-PCRパターン

M  １ ２ ３ ４ ５ M

M：Lambda DNA Ladders
制限酵素 Bln Ⅰ

PFGEパターン

M  １ ２ ３ ４ ５ M

Lane 由 来 薬剤耐性型 Lane 由 来 薬剤耐性型

1 犬 耐性なし 4 ヒト 耐性なし

2 ヒト 〃 5 ヒト SM

3 ヒト 〃



ているS. I n f a n t i sは著しく多剤耐性化していることが判

明した．その他の血清型は耐性株が多かったものの，す

べて単剤耐性型であった．

ヒト由来株の薬剤耐性率は 6 0 . 2％と動物由来株と比べ

て低く，A B P C，S M，T C，T M Pの４剤に単剤または多

剤耐性を示す株が多かった．特に最も分離頻度の高かっ

たS. Enteritidis の耐性率は5 9 . 7％と半数以上が耐性株で

あったが，その 6 0 . 0％は単剤耐性型で S M 1剤耐性型が

8 3 . 3％を占めていた．しかし，動物由来株と同じF O M１

剤耐性株は認められなかった．この成績は他者の報告

［20, 21］とほぼ一致し，県内のS. Enteritidisの薬剤耐性

の動向については，今後も継続した調査が必要と思われ

た．また，S. Enteritidisに次いで分離頻度の高かった S.

I n f a n t i sは，すべて２剤以上の薬剤に耐性を示し，ヒト

由来株も動物由来株と同様に多剤耐性化していることが

分かった．特にSM. KM. TC. TMP４剤耐性型は，鶏由来

株の耐性型と一致し，疫学的な関連性も示唆された．

一方，近年多剤耐性株の増加が指摘されている S .

T y p h i m u r i u mは，S M 1剤耐性型が多く，３剤以上の耐性

株は認められなかった．また，S. Isangiは６剤耐性型で，

今回分離された血清型の中では最も多くの薬剤に耐性を

示し，今後の動向が注目された．

動物由来株とヒト由来株の疫学的関連性

動物由来株のうち S. Infantis ，S. ThompsonおよびS.

Enteritidis の３血清型はヒトからも分離され，下痢症に

関与していることが疑われたため，保有プラスミドと薬

剤耐性型の性状が一致した代表株について，分子疫学的

解析を行い，菌株間の相同性を比較した．その結果， S.

I n f a n t i sのうち豚由来株はヒト由来株と g e n o t y p eが異な

り，菌株間の関連性は認められなかった．しかし，鶏由

来株についてはヒト由来株とg e n o t y p eが非常に類似し菌

株間の相同性が高かった．また， S. I n f a n t i sは2 0歳未満

の患者から多く分離されており，この年齢層は鶏肉食品

を好む者が多いことから，疫学的に菌株間の関連性は高

いと思われた．しかし，保有プラスミドと薬剤耐性型の

性状の異なる鶏，犬およびヒト由来株のg e n o t y p eも類似

していたことから，近縁度の高い菌が広く分布している

ことが推察された．一方， S. EnteritidisとS. Thompsonの

動物由来株とヒト由来株については，前者は薬剤耐性型

が異なっていたこと，後者は２つの遺伝子解析法で解析

した結果が一致しなかったことから疫学的関連性は低い

と思われた．しかし，両血清型とも動物由来株とヒト由

来株のg e n o t y p eは類似していたことから，S. Infantisと同

様に近縁度の高い菌が広く分布していることが推察され

た．

まとめ

今回の疫学的調査では，県内の家畜，家禽およびペッ

ト動物のサルモネラ保菌実態と，ヒトのサルモネラ下痢

症の発生状況が把握できた．しかし，ヒトのサルモネラ

下痢症については，従来から鶏（主に鶏卵）の関与が指

摘されているが，今回の調査では，サルモネラ下痢症の

主要な血清型であった S. E n t e r i t i d i sは鶏からは検出され

ず，下痢症との関係は明らかにされなかった．しかし鶏

由来のS. Infantisについては，疫学的マーカーの解析で，

ヒト由来株とg e n o t y p eの相同性も高く，疫学的な関連性

が示唆される菌株を認めた．また，鶏からのサルモネラ

の検出率は，調査した他の動物と比べて高かったことか

ら，食生活と密接に関係している食鳥処理施設や鶏肉の

流通・販売における衛生管理の徹底が必要と思われた．

さらに，サルモネラ下痢症の発生年齢が乳幼児に多かっ

たことから，育児に携る消費者への鶏肉類の衛生的な取

り扱いの啓発も必要と思われた．
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